




















〈はじめに〉 

近年になって自閉症などの発達障害に対する科学的な研究が進められ,また脳性麻痺にお

ける早期診断の傾向,並びに地域の小児精神病院や保健センターなどの施設の充実が進め

られ,徐々に小児に関わる医療・相談機関は整いつつある。しかし,その中で前年度に報告

したごとく,特に発達障害に対する療育指導のあり方は必ずしも十分とは言えない。そこで

前年度に引き続き発達障害に対する予防及び早期発見とその後の療育指導のあり方を検討

する目的で受診・相談行動を調査した。最初の専門機関の役割,専門機関相互の連携などを

明らかにする目的で前年度の調査表を再検討し,新たに予診表を完成した(資料)。今年度は

疾患カテゴリー別に受診・相談行動を分析し,昨年度の予備調査の結果を検証すると同時に

,疾患カテゴリー別にみた療育指導の問題点と今後の方向について示した。 


